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牧之原市の未来のために 実績　信頼と

牧之原市の未来に向けた戦略

富士山型ネットワークの充実
11

牧之原 IC 北側開発のまち開きによる賑わい、若者の雇用、
子育て世代の定住の場の創出
沿岸部の活性化による関係人口、交流人口の増大、観光業の再生
歴史と文化をテーマとした魅力ある商業・観光エリア再生
高台、沿岸部を結ぶ交通ネットワークの確立
自動運転やライドシェアなどの新交通の導入
東海道新幹線「空港新幹線新駅」の実現に向けての活動

健康で活き活きと暮らせるまちづくり
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デマンド乗合タクシーのさらなる利便性向上

榛原総合病院の診療科の充実と、開業医の進出支援

高齢者の健康づくりへの支援（グラウンドゴルフなど）

こども食堂などの支援によるこどもの居場所の確保

ガスワンアリーナや相良総合グラウンド、ぐりんぱるを
活用したスポーツの振興

ゼロカーボンと経済成長の好循環の実現
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日本一の深蒸し茶の販売促進支援、契約栽培の支援、碾茶栽培の支援
スタートアップの力で、地域の資源を活かした新しい産業、働く場の創出
中小企業・小規模企業の振興

日本一女性にやさしいまちの推進
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高台や沿岸部活性化による第３次産業の誘致で雇用の場の創出

女性の起業支援「月3万円ビジネス」の継続
不妊治療（先進医療）の支援の継続
勝間田公園、小堤山公園、油田の里公園の整備
女性が働きやすい職場づくりや従業員の職住近接に、企業と連携して取り組む

子ども医療費の無償化の継続、出産祝い金、入学祝い金などの
経済支援の継続
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市内の小中学校を榛原地域、相良地域の２校の義務教育学校
に再編し、学びたい、学ばせたいと思う学校づくり
専門スタッフ（ALTや図書司書）の集約による学びや生活の
サポートの充実、小学校高学年から一部強化担任制を導入するなどの専門性の強化
将来社会に出て必要となる力を、９年間のプログラムの中で、計画的に学ぶ

次代を切り拓く力を育む新たな学校づくり

持続可能な行政運営への転換（DXの推進を含む）
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電子申請、書かないスマート窓口の推進
新火葬場の再編整備、水道の広域化
学校跡地などの公共資産の有効活用を検討
公共施設の脱炭素化や再編等の推進

公共施設予約・スマートロックシステムの導入と使用料のキャッシュレス化
医療、健康などのあらゆる分野でのデータ連携による
行政サービスの利便性向上
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◆杉本きくお後援会入会のご案内◆

　地域の将来を見据え、杉本さんはこれまでたくさ
んの課題に向き合い、解決のために力を尽くしてき
ました。
　その取り組みには、短期的な成果だけでなく、次
の世代を見据えた持続可能な視点があり、多くの市
民に安心と信頼を与えてくれたと思います。
　これからも、杉本さんが持つ実行力と人へのまな
ざしが、牧之原の未来を支える力になっていくこと
を強く願っています。そして、私はその歩みを変わら
ず応援し続けていきます。後援会会長：西原茂樹

応援し
ていま

す！

後援会規約（趣旨）

目的

事業

会員

この会は、杉本きくおの政治活動を後援し、あわせて会員相互の
親睦を深めることを目的とする団体です。

この会は前項の目的を達成するため、講演会、座談会、会報の発行
その他必要な事業を行います。

前項の目的に賛同し、入会申込書を提出した者をもって会員とします。

L I N E か ら も
入 会 登 録 が
可 能 で す

◆ホームページ ◆Facebook ◆ Instagram

◆Facebook ◆ Instagram◆Youtube

◆LINE

各種SNS等で、
最新情報を発信しています。
ご登録お願いいたします。
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連絡先 / 牧之原市静谷２５５２-２０(杉本きくお自宅 )
　　　　牧之原市大沢１丁目2番 (後援会事務所）
電　話 / 070-8322-4451
F A X / 050-3172-9484
Mai l  / kikuo.makinohara@gmail.com

　牧之原市は、今年 1 0 月 1 1 日 に誕 生から 2 0 年 の 節目を迎えま
す。 少 子 高 齢 化や 人口減少が 進む中、持続可能な自治体経営を
目指し、第 3 次 総 合 計 画の 5 つ の 重 点 戦 略 ・プロジェクトに基づ
くまちづくりを進めています。
　戦略 1 「 富 士 山 型ネットワークの充 実 」では、牧之原 I C 北 側
開 発 の令 和 9 年 度 末 のまち開きにより、 若 者の賑 わ い・雇用・定
住の場を創出します。 1 5 キロの 海 岸 線を活かした沿 岸 部の活性
化では、関係人口・交流人口・移住者の増加を図ります。
　戦略 2 「 ゼロカーボンと経 済 成 長の好 循環の実現」では、儲か
る農業や 中小企業とスタートアップの連携で、魅力
ある産業や 職場をつくります。
　戦略 3 「日本 一 女 性にやさしいまちの推進」、
戦略 5「次代を切り拓く力を育む新 たな学校づくり」
では、子育て・教育環境を充実させ 、選 ばれる自
治体を目指します。
　さらに、広域行政や 戦略 4 「 D X の 推 進 」では、
行 政 改 革を進め、市民サービス向上と持続可能な
行政運営を図ります。総合計画を着実に進め、安
心で住 みや すく、誰もが 住んでよかったと思えるま
ちを目指します。
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　　　　　2017年10月30日～　牧之原市長　
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座右の銘　出来ない理由を考えるのではなく、
　　　　　どうしたら出来るかを考える
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牧之原市の未来のために 実績　信頼と
持続性の ある自治体経営を目指して！

杉本  基 久 雄

杉本市政２期 8 年 の 歩 み （ 抜 粋 ）

・民間施設「静波サーフスタジアム」の完成（整備を支援）
・民間施設「ミルキーウェイスクエア」内に図書交流館「いこっと」開館
・相良牧之原 IC 北側開発の区画整理事業の着手
・文化の森図書館「いろ葉」の開館

・子育て支援センター榛原の充実
・不妊治療に対する先進医療分を含む支援の開始
・小堤山公園の遊具整備・勝間田公園多目的広場  「かつま～れ」整備
・油田の里公園の整備
・学校施設整備基本構想・基本計画の策定
・趣味や特技を活かした女性の起業支援「月3万円ビジネス」の開始

賑わいあふれる拠点づくり11

22 子育て世代を支える「日本一女性にやさしいまち」の実現

・こども医療費の完全無償化（入院時食事代追加）
・デマンド乗合タクシーの市内全域での本運行開始
・ガスワンアリーナの整備、相良総合グラウンドの芝生化

33 健康で活き活きと暮らせるまちづくり

・津波避難施設等の整備（避難タワー、避難地・避難路等）
・放射線防護施設（ジーボ・サーボ・ガスワンアリーナ）の整備
・浸水対策事業の実施（沢垂川の改修、境川の改修）

44 誰もが安心して暮らせるまちづくり

・道の駅「そらっと牧之原」の開駅
・萩間工業用地造成事業の着手

55 魅力ある産業のまちづくり

・公式 L INE スタート
・公共施設予約システムの導入
・公式 L INE スタート
・公共施設予約システムの導入

66 持続可能な行政運営

広域行政の取り組み
・火葬場の用地を選定し、建設基本設計に着手

・牧之原消防署の管轄エリアを牧之原市全域に変更し、榛原出張所を整備

77 広域行政の取り組み
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